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受理日2017年11月22日
＊教養学部人間環境学科自然環境課程

藤野 裕弘・日比 慶久・松本 晃一・内田 晴久・室田 憲一・ 
北野 忠・藤吉 正明・小栗 和也・岩本 泰＊

1．はじめに

人類社会の持続的存続には，環境問題を広い視野から考え，問題の解決に向けて行動できる
人材の育成が必要である。その様な人材育成には，人文・社会・自然科学の垣根を越えた学際
的で実践的な教育プログラムの構築が極めて重要となる。その中でも実践的な環境教育への期
待は大きく，2000年には国連における日本主導の「持続可能な開発のための教育の10年」がス
タートし1），日本では環境教育の推進を目的とした「環境保全活動・環境教育推進法」が2003
年に成立した2）。
東海大学では，環境分野における文理融合型の人材育成および研究の向上を図り，その成果
を，地域・社会に還元することを目的の一つとした環境憲章を1997年に発表している3）。また，
教養学部では，広い視野を持った人材を育成するため，学部共通科目を段階的に履修させ，実
践系科目に結び付ける学部共通領域を構築している。さらに，教養学部人間環境学科では，自
然科学系と人文・社会科学系カリキュラムを融合させた人間環境領域（総合環境科学系）を設
けている4），5）。人間環境領域では，人間環境に関わる様々な問題を，人文・社会・自然科学の
枠にとらわれない広い視野から考え，問題解決に向けて行動できる人材の育成を目的に，実践
的な環境教育プログラムが用意されている4），5）。この特徴的な環境教育プログラムは，2011年
度の日本学術会議環境学委員会環境思想・環境教育委員会21期提言の中で引用されるに至って
いる6）。こうした背景のもと，我々は，様々な体験型環境教育プログラムを実施してきた7）～43）。
今回は，静岡市の東海大学付属静岡翔洋小学校及び伊勢原市の比々多小学校と連携して実施
した環境教育実践授業の概要について報告する。

地域社会と連携した体験型環境教育の試み
―初等中等教育と連携した人材育成を中心に（ 8）―

〔2016 年度学部等研究教育補助金等報告〕



318 藤野 裕弘・日比 慶久・松本 晃一・内田 晴久・室田 憲一・北野 忠・藤吉 正明・小栗 和也・岩本 泰

東海大学教養学部紀要

2 ．東海大学付属静岡翔洋小学校（2016年6月28日）

特別活動における環境教育として，部活動を対象とした出前授業を実施した。対象は，東海
大学付属静岡翔洋小学校科学クラブ（高学年： 4年生～ 6年生）である。
身近に生息している生物でありながら，名前だけは知っているが直接見たことがない，生態
や形態など，その生物特有の特徴を知らないことが多い。そのような生物を直接見て，聞いて，
触ることにより，どのような生物であるかを知ることが大切である。加えて，興味・関心をい
だくと同時に，こちらから投げかけた質問に対して解答を求めるためによく観察（自分自身で
考える）することも重要で，その点に配慮した内容で授業を組み立てた。
これから中学・高校・大学と進学し，どのような研究に取り組むかを決めるのは，幼き時に
興味・関心を持ったものであることが多い。また，研究とは謎解きである。その楽しさを小学
生から知ることは非常に重要と考えられる。

〈実施内容〉

座学①
タツノオトシゴとはとして，名前の由来や分類などについて説明する。
座学②
タツノオトシゴの生態・分布（日本近海 7種）を説明する。

観察①
説明した 7種のタツノオトシゴの写真をもとに，水槽にはいっているものはどの種類になる
のか問いかける。
観察②
タツノオトシゴはハラビレがない魚である。実際によく見て絵を描いてもらいその後で解答
を教える。
観察③
オスはお腹に嚢（子供を育てるふくろ）をもち，メスにはない。その点を説明し，目の前に
いるのはどちらかなどを観察させる。

検討①
4グループに別け，各グループに学生がつき，ヒント等をだし，自分たちで考え答えを求め

ていく。
検討②
グループの場合，多数決で決めてしまうため，質問を投げかけ求めた回答を見直してもらう。
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〈実施結果〉

小学校などにおける理科の授業において生き物を扱うことは現在ほとんどなく，準備をする
にしても集めることができず，図や写真のみで終わることがほとんどである。その中で，今回
生きたタツノオトシゴを準備し，授業で直接触れてもらい，小学校からは「学校だけでは決し
て行うことができない授業であり，大学からの力をいただき大変助かりました。子ども達も種
の多様性を感じ，生物への関心を深められたと思います。まさに東海大学のスケールメリット
だと感じました。次回もよろしくお願いします。」とのコメントをいただいた。子供たちも身
近でありながら普段見ることも出来ない生き物観察を通じて，こちらからの投げかけに対し，
フォローにはいっている学生や私たちに多くの質問を投げかけ，興味をもってくれたようであ
る。

3．比々多小学校（2016年 7 月 3 日）

学校プログラムの発展を目指した近隣小学校への授業（理科及び総合の学習の時間）支援を
目的とした取り組みの一環として，昨年度から連携している比々多小学校にて実施した。

図 1　観察材料（タツノオトシゴ）

図 3　観察後の質問に回答

図 2　子供たちが観察中
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小学校主催で実施している「里山ウォーキング」に川を加えた内容で実施したい旨，比々多
小学校の学校長から打診があり，企画した。このウォーキングは以前から実施されていており，
今までは里山が中心であったが，昨年度から開始した我々との連携から川についても一つのテ
ーマとして取り上げるようになったことが，その背景にある。

〈実施内容〉

当日は比々多小学校の生徒で学年は問わず，低学年から高学年までが参加した。また，保護
者も参加した。
今回のテーマは「里山・里川」ということから，比々多小学校の近くを流れる「栗原川」を
中心に，地域の歴史を学ぶために，遺跡や古墳を見ながらウォーキングを実施した。
ウォーキングに先立ち，比々多小学校の校長先生から「比々多は様々な時代の歴史的な建物
や古墳などが残っており，非常に珍しい場所です」と紹介があった。集合場所の比々多神社か
ら近い下谷戸縄文遺跡へ向かい，学生から説明を受けたのち，栗原川の上流へ向かってウォー
キングを開始した。

図 4　遺跡の見学①

図 6　上流の田園地帯を歩く

図 5　遺跡の見学②
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上流までウォーキングする間に，田んぼの生き物を観察したり，道端にある植物について大
学生がレクチャーしたり，ホタルが観察できる場所を教えてもらったりしながら，途中休憩を
挟みながら，上流部まで歩いた。
上流部は水も冷たくきれいで，子どもたちは川に入れない気持ちをおさえ，水際で水遊びを
する姿が見られた。その後，栗原川と鈴川の間にある湧水地を見学し，鈴川へ移動した。そこ
から，比々多神社の手前にある能満寺で昼食をとり，比々多神社まで戻ってきて解散した。

〈実施結果〉

子どもたちは普段は話すことない大学生との触れ合いが貴重な体験だったようで，非常に楽
しそうにいろんな話をしていた。また，子どもたちはやはり生き物が好きなようで，道沿いに
ある野原で見つけたバッタや川の上流部で見かけたサワガニに興味深々の様子であった。
加えて，事後に取得したアンケートでは，ほとんどの子どもたちが楽しかったという評価で
あった。楽しくなかったという子どもにおいても，「川に入れないのが残念」といったコメン
トがあり，次回以降に実施予定の「川の生物観察会」に参加してもらうようにアナウンスをし
た。

成果の公表

大学のＨＰ「To-Collaboプログラム」で，この実施内容を報告した。さらに，この成果は，
2016年 8 月 7 ＆ 8 日の日本環境教育学会第21回大会で，口頭発表及びポスター発表を行った。
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